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町
長
提
出
議
案

　
 ◆

平
成
30
年
度
補
正
予
算
　
６
件

○
一
般
会
計
（
第
２
号
）

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
（
第
１
号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

○
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

◆
諮
問
　
２
件

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦（
２
名
）

◆
表
彰
関
係
　
３
件

○
有
功
者
の
選
定
（
３
名
）

◆
平
成
29
年
度
決
算
認
定
　
７
件 

○
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
決
算

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
決
算

○
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

◆
条
例
の
一
部
改
正
　
４
件

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
諸
給
与
支
給
条
例

○
税
条
例

○
土
地
改
良
法
の
規
定
に
基
づ
く

特
別
徴
収
金
の
賦
課
徴
収
に
関

す
る
条
例

○
町
営
住
宅
管
理
条
例

　
議
員
発
議

○
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

係
る
特
定
機
能
病
院
の
早
期
承

認
を
求
め
る
意
見
書

     

決
算
認
定
と
は

　

１
年
間
（
４
月
１
日
～
３

月
31
日
）
に
町
に
入
っ
た
お

金
（
収
入
）
や
町
が
使
っ
た

お
金
（
支
出
）
に
つ
い
て
、

議
会
が
、
そ
の
内
容
を
審
査

し
、
収
入
・
支
出
が
適
法
か

つ
正
当
に
行
わ
れ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
れ
ば
「
認
定
」
と

な
り
ま
す
。

「
決
算
認
定
」
ま
で
の
流
れ

平
成
30
年
３
月
31
日

会
計
年
度
終
了

　
↓

平
成
30
年
５
月
31
日

出
納
閉
鎖

　
↓　

平
成
30
年
８
月

監
査
委
員
の
審
査

　
↓　

平
成
30
年
９
月

議
会
定
例
会
に
て
審
査

町
長
＝
監
査
委
員
の
意
見
書
を
添

え
て
議
会
に
決
算
認
定
を

求
め
る

議
会
＝
決
算
を
審
査
し
、
適
正
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ

ば
認
定
す
る

     

意
見
書
と
は

　

地
方
公
共
団
体
（
町
）
の
公

の
利
益
に
係
る
事
柄
に
関
し
、

議
会
の
意
思
を
ま
と
め
た
文
書

の
こ
と
で
、
議
会
は
意
見
書
を

国
会
や
各
省
大
臣
や
知
事
な
ど

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

平成 30 年 9 月 甘楽町議会

第３回定例会

　
第
３
回
定
例
会
を
９
月
７
日
（
金
）
～
14
日
（
金
）
ま
で
の
８
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
認
定
や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
20
件
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

か
か
る
諮
問
２
件
に
つ
い
て
審
議
・
採
決
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
14
日
に
は
、
議
員
発
議
に
よ
り
提
出
し
た
１
件
の
意
見
書
が
承
認
さ
れ
、
一
般
質
問
で

は
５
名
の
議
員
が
６
問
の
質
問
を
行
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

会
計
管
理
者
が
、
決
算
を

町
長
に
提
出

監
査
委
員
が
決
算
を
審
査

後
、
町
長
に
意
見
書
を
提
出

？

？



かんら議会だより （3）

■提出議案等の賛否一覧
議員名　

議案名

議

決

結

果

黒
澤
　
　
篤

相
川
　
忠
夫

金
田
　
倍
視

山
﨑
　
澄
子

富
岡
　
朝
男

江
原
　
榮
和

中
野
喜
久
勇

長
谷
川
儀
平

栁
澤
　
清
次

中
里
　
芳
久

山
田
　
邦
彦

佐
俣
　
勝
彦

議案第 61 号 平成２９年度甘楽町一般会計歳入歳出
決算の認定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

議案第 63 号 平成２９年度甘楽町介護保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

議案第 66 号 平成２９年度甘楽町後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算の認定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

委員会
審査報告

（請願第５号）

「所得税法第５６条の廃止を求める意見
書」の採択を求める請願書を継続審査
とすること

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

※　「〇」は賛成。「×」は反対。議長は通常採決に加わらないため「－」で表示。

※　なお、上記以外の議案については、すべて全会一致で承認しました。　

■認定された平成 29 年度決算の状況

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、過年度分損益勘定留保資金・当年度分損益勘定留保資金並びに当年度消費
税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんされました。

会　計　別
歳　入　総　額 歳　出　総　額

２９年度 ２８年度 対前年度比
（％） ２９年度 ２８年度 対前年度比

（％）

一般会計 ５３億１，１０２ ５３億４，１０７ ９９．４ ５０億６，６３０ ５１億２，０２４ ９８．９

国民健康保険事業特別会計 １７億６，６７８ １８億２，８７９ ９６．６ １６億９，２８０ １７億６，４５８ ９５．９

介護保険事業特別会計 １１億１，４８５ １０億８，８３５ １０２．４ １０億９，６９７ １０億５，９６４ １０３．５

農業集落排水事業特別会計 １億５，２００ １億４，０１８ １０８．４ １億５，１５０ １億３，９６７ １０８．５

公共下水道事業特別会計 ４億８，２３５ ５億 　８４１ ９４．９ ４億８，１８０ ５億 　７８９ ９４．９

後期高齢者医療特別会計 　１億３，０１３ 　１億２，６６６ １０２．７ １億２，９９９ １億２，６５５ １０２．７

（単位：万円）

（単位：万円）

水道事業会計

区　　　分
収　　　入 支　　出

２９年度 ２８年度 ２９年度 ２８年度

収益的収支 ２億４，９８５ ２億５，４１５ ２億２，２３０ ２億２，００６

資本的収支 ２７８ ４，４７０ １億２，１４９ １億５，９８４
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一
　
般
　
質
　
問

　
「
一
般
質
問
」
と
は
、
議
員
が
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
機
関
に
対
し

て
行
う
質
問
の
こ
と
で
、
内
容
は
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況

や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ
し
た
り
、
あ
る
い
は
報

告
や
説
明
を
求
め
た
り
し
ま
す
。

　

内
容
を
要
約
し
て
通
告
順
（
発
言
順
）
に
掲
載
し
ま
す
。

「
一
般
質
問
」

ここが聞きたい！
町政を問う

５人の議員が発言

①地域防災計画について

黒澤　　篤　議員

②災害時における簡易トイレについて

金田　倍視　議員

③甘楽中学生への支援について

富岡　朝男　議員

④所有者不明土地の「地域福利増進事
　業（公園等）」としての活用について

江原　榮和　議員

⑤熱中症対策について

山田　邦彦　議員

⑥パラリンピックを機に障がい者との
　交流を

山田　邦彦　議員

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

■
議
員　

今
年
も
西
日
本

豪
雨
・
台
風
21
号
・
北
海

道
地
震
と
災
害
の
多
い
年

で
あ
り
ま
す
。
毎
年
起
き

る
自
然
災
害
で
生
活
・
経

済
に
大
き
な
影
響
が
出
て

来
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
２
月
に
町
地
域
防
災
計

画
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
計
画
内
容
等
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。
①
避

難
所
の
電
源
確
保
に
つ
い

て
災
害
非
常
用
電
池
・
電

気
自
動
車
・
太
陽
光
発
電

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
備
え
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
②
豪
雨
に
よ
る
水
害

が
起
き
た
場
合
に
つ
い
て

計
画
で
指
定
し
て
い
る
場

所
が
使
用
困
難
と
な
り
え

ま
す
が
代
替
地
の
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。
③
住
民
へ
の

防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

に
つ
い
て
各
区
に
防
災
対

策
会
議
を
開
催
し
起
こ
り

得
る
災
害
に
つ
い
て
話
し

合
い
地
区
防
災
心
得
（
仮
）

を
作
成
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

■
町
長
　
①
発
電
機
は
、

計
画
に
記
載
の
９
台
の

ほ
か
、
消
防
団
各
部
で
も

保
有
し
、
防
災
交
流
セ
ン

タ
ー
に
72
時
間
自
家
発

電
が
可
能
な
非
常
用
発

電
機
、
甘
楽
中
体
育
館
に

太
陽
光
発
電
設
備
が
あ
り

ま
す
。
災
害
非
常
用
電
池

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
、
電
気
自
動
車
や
蓄
電

池
の
購
入
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
は
総
合

的
に
判
断
し
ま
す
。

②
総
合
公
園
や
福

島
河
川
緑
地
広
場

不
能
の
場
合
は
、
甘

楽
中
、
琴
平
山
運

動
公
園
、
陸
上
競

技
場
を
使
用
し
ま

す
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
代
替
地

は
小
幡
・
福
島
・
新
屋
小
、

旧
秋
畑
小
、
旧
二
中
校
庭

で
す
。
仮
設
住
宅
設
置
予

定
地
の
代
替
地
は
、
住
宅

建
築
可
能
な
町
有
地
で
、

み
な
し
仮
設
住
宅
や
民

地
借
上
げ
も
考
え
ま
す
。 

③
昨
年
９
月
定
例
会
で

の
ご
質
問
に
よ
り
、
今
年

度
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
町

の
避
難
所
と
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
掲
載

済
。
今
後
も
わ
か
り
や
す

く
、
見
て
も
ら
え
る
資
料

に
よ
り
、
防
災
知
識
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

黒
澤
　
　
篤 

議
員
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甘
楽
中
学
生
へ
の

支
援
に
つ
い
て

■
議
員　

甘
楽
中
は
３
年

目
を
迎
え
学
力
の
向
上
が

図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
学
習
意
欲

の
向
上
を
目
指
し
て
町
で

も
支
援
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

①
各
種
検
定
や
試
験
（
模

擬
テ
ス
ト
等
）
の
実
施
状

況
及
び
受
験
者
数
の
割
合

は
ど
う
か
。

②
そ
れ
ら
の
受
験
者
の
検

定
料
等
へ
の
助
成
金
額
は

ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

次
年
度
以
降
助
成
金
額
の

増
額
を
考
え
て
い
る
か
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
す
る
と
、
学
年
や
学
級

が
閉
鎖
さ
れ
学
習
に
支
障

が
で
た
り
し
ま
す
の
で
、

接
種
の
補
助
を
実
施
し
た

ら
ど
う
か
。

　

特
に
、
３
年
生
に
は
受

験
に
支
障
が
少
な
い
よ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
費
を
補
助
し
接
種
を

推
進
し
た
ら
ど
う
か
。

■
町
長　

①
②
甘
楽
中

は
、
学
習
面
で
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の

全
教
科
で
全
国
、
県
平
均

を
上
回
り
、
部
活
動
で
も

そ
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ

ま
し
た
。
各
種
検
定
で

は
、
29
年
度
か
ら
中
学
３

年
生
の
英
語
検
定
料
で
一

人
二
千
円
を
補
助
し
、

１
１
３
人
が
受
験
し
ま
し

た
。
30
年
度
か
ら
は
対
象

を
全
学
年
に
拡
大
し
支
給

し
て
い
ま
す
。
漢
字
検
定

は
５
級
か
ら
準
２
級
ま
で

１
５
２
人
が
受
験
し
、
検

定
料
は
保
護
者
負
担
で

す
。
学
力
テ
ス
ト
等
に
つ

い
て
は
、
１
、
２
年
生
は

年
４
回
、
３
年
生
は
年
６

回
実
施
し
て
い
ま
す
。
費

用
は
１
回
千
四
百
円
で
、

各
学
年
１
回
分
を
町
負
担

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
助

成
金
増
額
を
検
討
し
、
多

く
の
生
徒
が
受
験
す
る
よ

う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

③
中
学
生
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
は
、
国
も

任
意
接
種
で
あ
り
、
感
染

症
予
防
が
身
を
守
る
と
い

う
こ
と
を
学
校
で
十
分
指

導
す
る
の
で
、
当
面
の
補

助
に
つ
い
て
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

富
岡
　
朝
男 

議
員

一
　
般
　
質
　
問

災
害
時
に
お
け
る

簡
易
ト
イ
レ
に
つ
い
て

■
議
員　

甘
楽
町
に
於
い

て
の
大
災
害
を
想
定
す
れ

ば
先
ず
は
大
地
震
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
被
害
が
広
範

囲
に
及
び
、
建
物
の
倒

壊
、
停
電
、
断
水
、
ま

た
下
水
道
使
用
不
可
能
と

な
っ
た
時
な
ど
は
、
水
洗

ト
イ
レ
の
使
用
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

救
援
資
材
は
届
く
で

し
ょ
う
が
、
ト
イ
レ
は
す

ぐ
に
で
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
簡
易
ト
イ
レ
に
は
既

設
便
器
を
使
用
し
て
の
も

の
か
ら
、
組
立
式
や
野
外

で
人
目
を
避
け
る
た
め
の

ポ
ン
チ
ョ
付
き
や
テ
ン
ト

付
き
な
ど
様
々
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　

公
衆
衛
生
の
面
か
ら

も
、
町
で
の
簡
易
ト
イ
レ

の
備
蓄
は
も
と
よ
り
、
各

家
庭
へ
の
斡
旋
や
助
成
金

な
ど
の
必
要
性
を
考
え
ま

す
が
、
町
の
意
見
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

■
町
長　

町
の
災
害
用
ト

イ
レ
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
に
福
島
北

防
災
広
場
に
４
基
設
置
し

ま
し
た
。
災
害
用
簡
易
ト

イ
レ
の
備
蓄
は
現
在
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
必
要
時

は(

株)

カ
イ
ン
ズ
と
の

「
災
害
時
に
お
け
る
生
活

物
資
の
供
給
協
力
に
関
す

る
協
定
」
に
よ
り
調
達
が

可
能
で
あ
り
、
地
域
防
災

計
画
で
は
、
住
民
の
非
常

持
出
品
と
し
て
準
備
を
お

願
い
す
る
も
の
と
し
て
、

携
帯
あ
る
い
は
簡
易
ト
イ

レ
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
災
害
経
験

を
教
訓
と
し
て
市
町
村
に

お
い
て
参
考
と
な
る
具
体

的
な
方
法
や
留
意
事
項
を

ま
と
め
た
「
避
難
所
に
お

け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・
管

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参

考
に
、
災
害
時
の
ト
イ
レ

対
策
を
進
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
各
家
庭
へ

は
災
害
準
備
品
と
し
て
飲

料
水
、
食
料
な
ど
の
備
蓄

と
と
も
に
、
簡
易
ト
イ
レ

の
必
要
性
を
周
知
し
ま
す

が
、
助
成
金
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

金
田
　
倍
視 

議
員
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熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

■
議
員　

こ
の
夏
は
「
生

命
に
危
険
な
暑
さ
」
「
暑

い
こ
と
が
災
害
」
「
躊
躇

せ
ず
冷
房
を
か
け
る
」

「
た
め
ら
わ
ず
エ
ア
コ
ン

を
入
れ
る
」
な
ど
報
道
さ

れ
、
異
常
な
「
酷
暑
」
に

日
本
も
世
界
も
襲
わ
れ
、

ほ
お
っ
て
お
け
ば
た
く
さ

ん
の
命
が
奪
わ
れ
る
状
況

で
し
た
（
８
月
29
日
の
報

道
で
は
１
１
９
人
死
亡
と

の
こ
と
）
。
町
と
し
て
の

対
策
を
強
化
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
①
町
内
で
の

こ
の
間
の
熱
中
症
患
者
数

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
「
中
体
連
」
の
現
場
で

も
救
急
搬
送
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
体
育
館

（
災
害
時
に
は
避
難
所
に

も
な
る
）
に
も
エ
ア
コ
ン

設
置
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
ど
う
か
。
③
生
活
保
護

受
給
者
の
中
で
エ
ア
コ
ン

を
持
っ
て
い
な
い
人
の
人

数
。
④
③
の
人
に
対
す
る

エ
ア
コ
ン
購
入
補
助
の
拡

大
を
し
て
は
ど
う
か
。

■
町
長　

①
記
録
が
あ
る

24
年
度
か
ら
今
年
８
月
末

ま
で
に
、
救
急
搬
送
者
が

40
人
（
朝
９
時
か
ら
夜
10

時
ま
で
で
、
場
所
別
で
室

内
23
人
、
室
外
13
人
、
不

明
４
人
。
う
ち
自
宅
19

人
、
不
明
21
人
。
年
齢
は

９
歳
か
ら
94
歳
ま
で
で
、

70
・
80
歳
代
が
多
数
。
男

女
別
で
は
男
性
23
人
、
女

性
17
人
）
で
す
。
今
年
の

搬
送
者
は
12
人
（
死
亡

者
０
人
）
で
す
。
②
甘
楽

中
体
育
館
で
も
安
全
を
第

一
に
対
応
し
ま
し
た
が
、

エ
ア
コ
ン
設
置
に
は
多
額

の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。
③

町
内
在
住
の
生
活
保
護
受

給
者
の
う
ち
、
９
月
１
日

現
在
で
エ
ア
コ
ン
が
な
い

方
は
11
世
帯
16
人
で
す
。　

④
制
度
改
正
に
よ
り
、
今

年
７
月
１
日
以
降
に
新
た

に
生
活
保
護
を
受
け
た
エ

ア
コ
ン
が
な
い
方
は
、
税

込
５
万
円
以
内
で
、
本
人

確
認
の
も
と
、
現
物
給
付

を
工
事
費
別
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今

年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30

日
ま
で
に
保
護
を
受
給
さ

れ
た
方
も
熱
中
症
予
防
が

特
に
必
要
な
方
に
限
り
、

今
年
度
の
み
設
置
可
能
で

す
。
保
護
実
施
機
関
の
県

が
法
令
等
に
則
り
執
行
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田
　
邦
彦 

議
員

一
　
般
　
質
　
問

所
有
者
不
明
土
地
の
「
地
域
福
利
増

進
事
業
（
公
園
等
）」
と
し
て
の
活
用

に
つ
い
て

■
議
員　

社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、
相
続
登

記
さ
れ
ず
に
不
動
産
登
記

簿
上
の
登
記
名
義
人
が
現

在
の
所
有
者
で
は
な
い
、

所
有
者
不
明
土
地
を
円
滑

活
用
す
る
た
め
、
『
所
有

者
不
明
土
地
の
利
用
の
円

滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
』
が
本
年
６
月
６
日

に
成
立
し
、
同
13
日
に
公

布
、
６
カ
月
以
内
に
政
令

に
よ
り
定
め
る
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　

基
本
方
針
に
お
い
て
、

特
定
所
有
者
不
明
土
地
を

使
用
し
地
域
住
民
等
の
福

祉
・
利
便
の
増
進
を
図
る

た
め
に
行
わ
れ
る
事
業

（
地
域
福
利
増
進
事
業
）

に
関
し
て
定
め
ら
れ
て
い

る
。

　

金
井
北
住
宅
地
内
に
所

在
す
る
特
定
所
有
者
不
明

土
地
を
利
用
し
、
住
民
か

ら
同
団
地
内
に
公
園
等
を

整
備
し
て
ほ
し
い
旨
の
要

望
が
あ
る
こ
と
や
、
万
が

一
の
災
害
発
生
時
等
に
お

け
る
避
難
場
所
・
避
難
路

と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ

と
か
ら
も
、
地
域
福
利
増

進
事
業
の
一
環
と
し
て
の

公
園
及
び
散
策
路
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
町

の
考
え
方
を
お
聴
き
し
た

い
。

■
町
長　

同
法
中
、
「
所

有
者
探
索
の
合
理
化
」
、

「
所
有
者
不
明
土
地
の
適

切
な
管
理
」
は
６
カ
月
以

内
の
施
行
で
、
公
園
等
と

し
て
活
用
す
る
「
地
域
福

利
増
進
事
業
」
は
「
所
有

者
不
明
土
地
の
円
滑
な
利

用
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、

１
年
以
内
の
施
行
と
な
り

ま
す
。

　

「
地
域
福
利
増
進
事

業
」
は
、
探
索
を
行
っ
て

も
全
部
ま
た
は
一
部
の
確

知
が
で
き
な
い
も
の
を
都

道
府
県
知
事
に
土
地
使
用

権
の
裁
定
申
請
を
行
い
、

可
否
の
審
査
後
、
６
カ
月

の
縦
覧
で
異
議
が
な
い
場

合
に
、
補
助
金
額
に
つ
い

て
収
用
委
員
会
の
意
見
を

聴
取
し
、
土
地
使
用
権
取

得
の
裁
定
が
決
定
し
ま

す
。
使
用
権
を
行
使
す
る

ま
で
に
補
償
金
を
供
託
す

る
と
土
地
使
用
権
が
取
得

で
き
、
使
用
権
の
存
続
期

間
は
最
長
10
年
で
、
異
議

な
い
場
合
は
期
間
延
長
が

可
能
で
す
が
、
異
議
あ
れ

ば
土
地
を
原
状
回
復
し
返

還
し
ま
す
。

　

ご
質
問
の
土
地
は
、
今

後
施
行
さ
れ
る
同
法
の
規

定
と
照
合
し
所
有
者
不
明

土
地
へ
の
該
当
可
否
な
ど

を
検
討
し
た
い
。

江
原
　
榮
和 

議
員
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一
　
般
　
質
　
問

■
議
員　

再
来
年
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
以
下
「
オ
リ
、

パ
ラ
」
）
が
日
本
で
行
わ

れ
ま
す
。
普
段
ス
ポ
ー
ツ

に
関
心
の
あ
ま
り
な
い
人

も
、
こ
の
時
期
に
は
多
く

の
人
が
関
心
を
持
つ
こ
と

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
と

く
に
子
ど
も
達
に
は
、
真

の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
①
町
内
外
で
聖

火
リ
レ
ー
等
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。
②
「
オ
リ
、

パ
ラ
」
の
選
手
、
関
係
者

を
町
に
招
き
、
各
種
目
の

体
験
や
交
流
を
し
て
は
ど

う
か
。
…
と
く
に
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
・
関
係

者
。
③
「
オ
リ
、
パ
ラ
」

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
者

の
養
成
講
座
等
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。
④
「
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
」
の
普
及
と
啓

発
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

■
町
長　

①
県
内
で
は

２
０
２
０
年
３
月
31
日
と

４
月
１
日
の
２
日
間
実
施

が
本
年
７
月
に
発
表
さ

れ
、
コ
ー
ス
や
日
程
の
案

は
県
実
行
委
員
会
が
年
内

に
決
定
予
定
で
す
。
町
で

も
開
催
で
き
れ
ば
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
の
で
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
希

望
し
て
い
き
た
い
。

②
代
表
選
手
の
選
考
等
が

は
じ
ま
る
大
事
な
時
期

で
、
町
へ
の
招
待
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
が
、
県
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
等

関
係
団
体
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
全
般

の
親
交
を
図
り
た
い
。

③
町
で
は
今
年
３
月
に
社

会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で

手
話
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
も
ふ
ま
え
、
開
催

内
容
の
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
。

④
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
周
囲

の
方
に
配
慮
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ

る
マ
ー
ク
で
、
最
初
に
住

民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
と
考

え
、
町
と
し
て
も
推
進
し

た
い
。

山
田
　
邦
彦 

議
員

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に

障
が
い
者
と
の
交
流
を

甘
楽
町
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
（
60
代
・
女
性
）

　

甘
楽
町
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
15
名
で
、
甘
楽
町
議
会
定
例
会
を
９
月
14

日
に
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
良
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

緊
張
感
漂
う
議
場
で
、
一
つ
一
つ
の
議
案
が
可
決
さ
れ
て
い
く
様
子
、
ま
た
、

一
般
質
問
で
は
、
身
近
な
熱
中
症
対
策
、
自
然
災
害
に
於
け
る
防
災
の
あ
り
方

等
真
剣
に
熱
く
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
る
の
を
見
聞
き
し
、
皆
様
方
の
日
々
の

ご
努
力
で
安
心
あ
る
生
活
が
出
来
る
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

甘
楽
町
に
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
に
!!
益
々
の
ご

尽
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

７月２０日
（金）

８月２０日
（月）

９月１４日
（金）

議員協議会
　◆富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
　　臨時会報告　他 13 件

全員協議会
　◆平成 30 年度西日本豪雨災害義援金について　
　　他 16 件

議員質問事項
　○町内における自転車事故について
　○交通指導員のトランシーバーについて

議員協議会
　◆小口融資審査委員会報告　他７件

全員協議会
　◆平成 30 年度有功者表彰及び総合表彰
　　予定者について　他 15 件

議員協議会
　◆小口融資審査委員会報告　他８件

全員協議会
　◆秋の全国交通安全運動の実施について　他 10 件

議員質問事項
　○小中学校授業におけるＤＶＤアニメ
　　「めぐみ」の活用状況について

議
会
を
傍
聴
し
て

全 員 協 議 会 報 告
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７
月

19
日　

上
信
電
鉄
沿
線
市
町
村
連
絡

      
協
議
会
総
会

　
　
　

生
涯
学
習
推
進
協
議
会

20
日　

全
員
協
議
会

22
日　

親
と
子
の
木
工
広
場

23
日　

富
岡
・
甘
楽
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

      

連
絡
会
定
期
総
会

24
日　

青
少
年
を
守
る
母
の
日
大
会

29
日　

第
10
次
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市

      

青
年
使
節
団
歓
迎
式

31
日　

町
・
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
姉
妹
都
市

　
　
　

協
定
35
周
年
記
念
絵
画
展
・
祝
賀
会

８
月

２
日　

議
友
会
総
会

６
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
理
事
会

８
日　

第
17
次
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
訪
問

      

町
中
学
生
国
際
交
流
研
修
団
壮
行
会

10
日　

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
慰
問

14
日　

商
工
会
夏
祭
り
・
町
花
火
大
会

16
日　

富
岡
神
流
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
　
　

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
た
地
域
活
性    

      

化
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式

18
日　

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

20
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

21
日　

西
毛
地
区
開
発
協
議
会
請
願

22
日　

甘
楽
富
岡
林
業
振
興
協
会
総
会

28
日　

県
道
路
協
会
富
岡
支
部
通
常
総
会

30
日　

国
道
２
５
４
号
線
整
備
促
進
期
成

      

同
盟
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

９
月

２
日　

町
体
育
大
会
総
合
開
会
式

３
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

７
日
～
14
日　

第
３
回
定
例
会

９
日　

町
民
体
育
大
会
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド

      

ゴ
ル
フ
大
会

11
日　

敬
老
会
（
小
幡
・
秋
畑
地
区
）

      

福
祉
パ
レ
ー
ド

12
日　

敬
老
会
（
福
島
・
新
屋
地
区
）

16
日　

郡
民
体
育
大
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

21
日　

環
境
保
健
協
会
理
事
・
支
部
長

      

視
察
研
修

26
日　

自
衛
隊
協
力
会
・
家
族
会
視
察
研
修

27
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

28
日　

富
岡
甘
楽
衛
生
施
設
組
合
議
会

      
定
例
会

　
　
　

富
岡
地
域
医
療
企
業
団
議
会
定
例
会

30
日　

環
境
保
健
協
会
古
着
リ
サ
イ
ク
ル

      

回
収

 

10
月

１
日　

産
業
文
化
祭
運
営
委
員
会

10
日　

甘
楽
多
野
地
域
町
村
議
会
交
流
会

14
日　

消
防
団
秋
季
検
閲
式

日 

程
（
主
な
活
動
記
録
）

毎
月
開
催

・
小
口
融
資
審
査
委
員
会

・
例
月
出
納
検
査

 次回定例会（予定）

12 月６日（木）～ 13 日（木）〈一般質問は、

13 日（木）の予定です〉

本会議の会議録は、町ホームページの

「甘楽町議会」でご覧になれます。

http://www.town.kanra.lg.jp

９月定例会の傍聴者は１６人でした。皆さんも、
ぜひ傍聴にお越しください。
詳しくは議会事務局（☎７４－３１３１　内線３１０）
までお問合せください。

議会を傍聴しませんか

８月 18 日　県消防ポンプ操法競技大会 ９月９日　町民体育大会親善グラウンドゴルフ大会

議会活動報告
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～
行
政
視
察
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
～

　

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
県
内
外
３
議
会
29
名
の
方
に
甘
楽
町
の
行
政
視
察

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
担
当
者
に
よ
る
詳
細
説
明
や
現
地
見
学
を
行
い
、
参
加
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
質
問
を
い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※今後については、１０月以降も３議会の視察受入
れを予定しています。また、甘楽町議会としても
議会活動の更なる向上のため、総務文教・社会産
業・議会広報の３つの常任委員会ごとに視察研修
を予定しています。

静岡県浜松市議会
（市民文教常任委員会）

岐阜県海津市議会
（総務産業建設委員会）

群馬県榛東村議会
（文教厚生常任委員会）

○歴史的風致維持向上計画の取組
みについて

○観光振興について
○定住に向けた取り組みについて

○甘楽ふるさと農園の概要・利用
状況について

○学校給食センターの建設経緯、
工事概要・特徴について

視察受入報告

６月
27 水日

7月
３火
日

7月
５木
日

全
国
の
議
会
が
甘
楽
町
に
注
目
！
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委 

員 

長

　
中
　
野
　
喜
久
勇

副
委
員
長

　
山
　
田
　
邦
　
彦

委
　
　
員

　
相
　
川
　
忠
　
夫

金
　
田
　
倍
　
視

山
　
﨑
　
澄
　
子

富
　
岡
　
朝
　
男

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議

会

広

報

常

任

委

員

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
に

と
っ
て
早
３
回
目
の
編
集
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、
大
変
な
猛
暑

が
続
き
、
熱
中
症
で
救
急
搬
送

さ
れ
た
人
が
全
国
的
に
大
変
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

異
常
気
象
の
日
数
も
ま
す
ま

す
増
え
、
７
月
の
西
日
本
豪
雨

災
害
に
始
ま
り
、
数
多
く
の
台

風
が
発
生
し
、
特
に
台
風
21
号

は
、
四
国
か
ら
関
西
地
方
に
上

陸
し
て
多
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

西
日
本
で
豪
雨
や
台
風
に
よ

る
災
害
の
復
旧
に
手
間
取
る
中
、

北
海
道
で
は
、
М
７
の
大
地
震

が
発
生
し
、
厚
真
町
付
近
を
中

心
に
多
数
の
死
者
を
伴
う
大
き

な
被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
も
い
つ
被
災
者
に
な
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
素
早
く

対
応
で
き
る
よ
う
日
ご
ろ
か
ら

物
心
と
も
に
準
備
を
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
甘
楽
町
議

会
と
し
て
も
、
大
切
な
町
民
の

皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
れ

る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
皆
様
と

共
に
考
え
、
行
動
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
な

お
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
と
に
涼
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
、
皆
様
お
身
体
を
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。　

相
川　

忠
夫　

記

表
紙
の
説
明

　
９
月
24
日
、
心
配
さ
れ
た

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
楽
山
園

に
て
「
御
殿
の
お
月
見
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
没
後
の
園
内
は
、
涼
や

か
な
虫
の
音
が
響
き
わ
た
り
、

ろ
う
そ
く
の
幻
想
的
な
灯
り

の
な
か
に
浮
か
び
上
が
る
庭

園
や
、
雲
間
か
ら
見
え
隠
れ

す
る
中
秋
の
名
月
を
眺
め
な

が
ら
、
遙
か
古

い
に
し
えの

時
代
に
同

じ
光
景
を
見
た
先
人
た
ち
に

感
謝
を
し
つ
つ
、
思
い
を
馳

せ
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。

編

集

後

記

四季を彩る
かんらの ３ 笹森の大ケヤキ

かんら名木１０選
■所在地　甘楽町大字福島 1350

　笹森の大ケヤキを含む「かんら名木 10 選」は、平成 13 年
に選定されました。52 件の応募の中から、町ふるさと景観審
議会により、すでに県・町の指定を受けている７本を除いた
10 本が選定されました。各名木のそばには、かんら名木 10
選の認定証が設置され、解説を読むことができます。
　笹森大ケヤキは、かんら名木 10 選認定証において「県内で
もこれほど大きな巨樹は見当たらない」と紹介され、その幹は
地上約８ｍで４本に分かれています。樹高約 44 ｍ、胸高周囲
約 4.8 ｍ、推定樹齢は 10 選の中でも最高樹齢 600 年の巨木と
して、今なお力強く息づいています。
　写真では青々としていますが、もうすぐきれいな紅葉が楽し
めます。

～かんら名木 10選～
笹森の大ケヤキ、夫婦ケヤキ、鍛冶屋沢のマツ、笹森のモミ、
天 王 塚 の 大 ク ヌ ギ、 笹 森 の ス ギ、 宝 積 寺 の イ チ ョ ウ、
宝積寺の枝垂れザクラ、雄川堰のサクラ、スズカケの並木


